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要　旨
本研究では、山形県米沢市の南部地区を対象として、高齢者、障がい者や子どもの視点に
立った安心安全な歩行空間の確保のために、生活に関連する道路に存在するスロープや鉄
板、点字ブロックなど 11種類の地物の所在する位置、および安心安全な歩行空間に関する
情報の調査を行い、その状況把握を試みた。南部地区を 4つの調査エリアに分割し、各エリ
ア内で 2コースないし 3コースの設定を行い合計 9コース 14ルートの調査を行った。そし
て、調査により収集したデータをデジタルデータによる基盤情報として取り扱え、基盤情報
の一元管理が行えるよう地理情報システムを利用した。その結果、調査エリアにおける各調
査コースでは調査対象とした地物が多く確認され、その所在する位置の把握が行えた。特に、
点字ブロックの敷設状況については調査した 9コース 14ルート中 4ルートのみに敷設が確
認され、限られた場所にのみ存在することがわかった。道幅の狭い箇所や道幅の広い箇所も
各調査コースで確認された。調査コースの中で道幅が広いと確認された箇所が 32箇所確認
できた。また、道幅が狭い箇所は全コースで 42箇所確認できた。また、調査コースすべてに
おいて歩行時の安全性が損なわれる可能性があると判断された場所が確認され、その合計は
48箇所となった。この研究成果は米沢市の中心市街地における歩行空間の現況把握の一助
となる。
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１ はじめに
平成 18年 12月に「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（通称 :バリ
アフリー新法）が施行された。バリアフリー新法に基づき、国や地方自治体、事業者その他な
どにより、商業施設などの建築物や駅などの公共交通機関に加え、道路や公園などの日常生
活で利用する施設に関してのバリアフリー化が進められている。例えば、平成 28年度末に
おける公共交通機関におけるバリアフリー化の進捗状況では、駅やバスターミナルなど 1日
当たりの平均的な利用者数が 3,000人以上の全ての旅客施設では段差の解消が 87.2％、視覚
障害者誘導用ブロックの敷設が 93.8％、障害者用トイレの設置が 84.2％となっており、バリ
アフリー化が進行している［1］。このように乗降人数の多い都市部の主要な駅やバスターミナ
ルなどでは段差の解消が進められているが、地方部では未整備となっているところも存在す
る。人びとが現在の居住地において生活をする上で欠かすことのできない道路についても、
居住地全ての道路における段差の解消が進んでいるとは言いがたい状況である。
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また、地方在住の若者の都市部への移住に起因［2］し、人口過疎化にあえいでいる地方もあ
る。そのため、地方では人口流出に歯止めをかけるための政策を実施している。街には若者
はもちろんのこと、高齢者や障がい者、子どもなどさまざまな立場の人が暮らしている。山
形県米沢市が平成 23年 2月に実施した住民意向調査（アンケート調査）の結果［3］によると、
住民は今後の重点施策のうち「高齢者などに配慮したまちづくり」が 2番目に優先度の高い
ものであると回答しており、人びとが暮らす街が安心安全でかつ快適で住みやすい街である
ことはその街に定住していくうえで欠かすことのできない重要な指標［4］ともいえる。地方
では今後より一層、高齢者、障がい者、子どもを含めたすべて人にとって安心安全で住みや
すい街づくりや街の環境整備を行っていく必要がある。これには生活に欠かせない道路の整
備も含まれている。前述の米沢市の住民意向調査における住民の今後期待する重点施策でも
「市内の幹線道路の整備」の優先度も高い［3］。また、姜らは福岡市民に対して歩きやすい街の
イメージについてアンケート調査を行っている［5］。公共交通機関の発達している大都市福岡
であることから、最も評価が高かった項目は「自宅から公共交通の発着点まで近い」であっ
た。その他に評価が高かった項目は「歩道が整備されている」、「地形が平たんである」、「様々
な店舗が充実している」などもある。道路の整備については都市部と地方の差はなく、住民
に共通する意識であると考えられる。日本の都市部の状況と高齢者の歩行行動とを考慮する
調査研究では、駅周辺既存市街地においては項目として「他の歩行者や自転車との接触」、「置
き自転車や立て看板などの歩行を妨げる障害物」、「近所の通りが夜でも十分に明るいこと」、
「近所の通り沿いに植えられている街路樹」の順で歩行環境評価に大きく関わっているが明
らかにされている［6］。ウォーカビリティを「日常生活において、安全性や快適性、魅力性など
を伴いながら、歩行や自転車による移動を促進する生活環境全般を含む概念」として定義し、
居住エリアの地域評価を把握するためのウォーカビリティ指標を開発し、指標の有効性を地
域評価に即して検証した研究［7］では、居住エリアのウォーカビリティは「徒歩や自転車で生
活することができる」という魅力と強い因果関係があることを解明している。また、地理情
報システム（Geographical Information System: GIS）を利用した歩行者の移動支援シス
テムの提案がなされている［8］。例えば、健常者を含むほぼすべての歩行者に対する歩行空間
のアクセシビリティ情報を提供する支援システムや、歩道ネットワークデータベースを構築
し、障がい者などが利用可能で、最適経路検索機能を有しているWeb GISシステムが開発
されている。
高齢者、障がい者や子どもなどを含めたすべて住民にとって安心安全で住みやすい街づく
りや街の環境整備を行っていくには、さまざまな観点から居住地域の詳細な状況を把握して
いく必要がある。これまで筆者らは新潟県に所在する NPO法人と連携し、GISを利用して
要介護者や障がい者などの所在に関する「たすけあいマップ」を試作している［9］。また、山形
県米沢市を対象として、高齢者、障がい者や子どもなどの視点を意識して、米沢市中心市街
地におけるバリアフリーに関するピクトグラムのうち、障がい者用駐車場、障がい者用トイ
レ、トイレ用ベビーチェア、オストメイトそして補助犬同伴可の 5種類のピクトグラムに着
目し、GISを用いてこれらのピクトグラムのマッピングを行い、ピクトグラムが所在する位
置を把握できるマップの作成を行った［10］。この研究成果は米沢市におけるバリアフリー情
報の広域的な状況把握の一助となっている。
高齢者、障がい者などが気軽に街中の移動を行うには、生活空間に密接する道路における
段差などの状況把握は欠かすことができない。筆者らは山形県米沢市の中心市街地にある中
部地区を対象として、高齢者や障がい者や子どもの視点に立ち、生活に関連する道路に存在
する地物や道幅、歩行時の安全性が損なわれる可能性がある地点などに関しての現況を調査
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し、生活に密接する道路の状況把握を試みている［4］。これらの研究成果は米沢市の市街地に
おける歩行空間の現況把握に貢献している。
本研究は筆者らの米沢市中部地区における調査研究を受けて、同市内の南部地区における
歩行空間状況の把握を行うものである。つまり、高齢者や障がい者や子どもの視点に立った
安心安全な歩行空間の確保を行うための基盤となる情報を収集するため、米沢市南部地区に
おける生活に関連する道路に存在する地物や道幅、歩行時の安全性が損なわれる可能性があ
る地点などを調査し、その状況把握を試みた。そして、地理情報システムを利用して基盤情
報の一元管理が行えるようにした。本稿ではその成果を示す。なお、本稿の構成は次のとお
りである。第 2章に調査方法と調査データのGISへのデータ化について述べる。そして、第
3章に結果を示す。なお、考察は第 4章で行う。
２  方法
２． １ 調査対象エリア
調査対象地域は山形県米沢市の南部地区である。南部地区は米沢市中心市街地にあり、市
街地の南に位置する地区である。米沢市の「住民基本台帳人口（平成 29年 12月 1日現在）」
によると、南部地区の人口は 9,205人で世帯数は 4,079である［11］。
調査では南部地区内を 4つのエリアに分割し、エリアごとに調査を行った。なお、エリア
分割に際しては、住居表示における町が隣接し、かつ各調査エリアにおける調査コースの距
離が可能な限り同程度になるように設定した。調査対象エリアとそのエリアに含まれる町を
表 1に示す。また、調査対象エリアの位置を図 1に示す。なお、エリア Cについては南原地
区の一部の町を調査対象エリアとして含めている。
表1. 南部地区の調査対象エリア
２． ２ 調査コース
本研究では筆者らの米沢市中部地区における調査研究［4］にならい、日常生活の状況を想定
して、調査対象エリア内に存在する公共公益施設や生活に必要な業務店舗など（例えば学校
やクリニック、観光スポットなど）が所在する地点を 2箇所取り上げ、生活道路を中心にし
て 2地点間を往復するルートを 1つのコースとして選定した。ただし、往路と復路は同じ区
間を通らないこととする。本研究における調査コースとして、調査対象エリアごとに 2つな
いし 3つのコースを選定し、調査コースでは異なる 4つのルートの調査を行うものである。
なお、一部の調査コースでは 1つのルートのみを調査している。また、調査対象エリア内に
おける道路接続状況により、一部の調査コースでは往路と復路で同じ区間を選択せざるを
得ない箇所が存在している。これにより本研究では 9コース 14ルートを調査することにし
た。表 2に調査コースにおけるルートの両端となる地点の名称を示す。なお、ここに挙げた
調査対象エリア 区域
エリアA 丸の内1丁目、松が岬1丁目、城南1丁目、城南2丁目、城南3丁目
エリアB 門東町1丁目、本町2丁目、大町1丁目、大町2丁目、大町3丁目
エリアC 城南4丁目、城南5丁目、本町1丁目、泉町1丁目、泉町2丁目、
杉の目町（ただし、南原地区の笹野を含む）
エリアD 福田町1丁目、福田町2丁目、太田町1丁目、太田町2丁目、
太田町3丁目、太田町4丁目、太田町5丁目、福田町
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調査ルート両端点の名称は調査当時（2017年 5月）のものである。また、調査ルートの距離
をGISソフトウェアの QGIS Desktop 2.18.11の計測機能を用いて計測した。図 2にエリ
アAの調査コースと調査ルートを示す。図 3はエリア Bの調査コースと調査ルートを示し
ている。そして、図 4に示しているのが、エリア Cの調査コースと調査ルートである。同様
に、図 5にエリアDの調査コースと調査ルートを示す。
２． ３ データ収集
調査は 2017年 5月に実施した。調査者は調査対象ルートを徒歩により移動した。そして、
調査対象エリア内にある調査対象物を目視により確認し、調査対象物の位置情報の記録を残
した。
２． ４ 調査対象物
本研究では筆者らの中部地区における調査研究［4］と同様に、道路を歩行する際に遭遇する
数多くの地物を調査対象物とする。本研究における調査対象物として、表 3に示す項目につ
いて調査を行った。中部地区の調査研究で調査を行ったスロープ、金網、鉄板、排雪用側溝
網、側溝、マンホール、カーブミラー、ガードレール、点字ブロックの 9つの地物に、新たに
セーフティパイと縁石の 2つの地物を加え調査対象物とした。つまり 11の地物を調査対象
物にした。図 6に調査対象の地物を例示する。
調査対象
エリア
調査
コース
調査
ルート
距離
（ｍ ）
調査ルート両端点名称
端点１ 端点２
エリアA A－ 1 ルート 1
ルート 2
1,006.000
725.260
上杉神社 NPO法人三條かの
記念館
A－ 2 ルート 1
ルート 2
953.194
685.419
伝国の杜（米沢市上
杉博物館・置賜文化
ホール）
一宮神社
エリア B B－ 1 ルート 1
ルート 2
779.286
647.789
九里学園高等学校 南部公園
B－ 2 ルート 1
ルート 2
487.777
1013.000
酒造資料館東光の酒
造
山形県立米沢商業高
等学校
エリア C C－ 1 ルート 1
ルート 2
771.043
944.679
山形大学工学部 JR南米沢駅
C－ 2 ルート 1 1747.000 JR南米沢駅 山形県立米沢興譲館
高等学校
エリアD D－ 1 ルート 1 2006.000 米沢市立南部小学校 石山内科クリニック
D－ 2 ルート 1 862.173 山形県公立大学法人
学寮
在家踏切
D－ 3 ルート 1 1292.000 山形県公立大学法人
学寮
山形県公立大学法人
学寮
表2. 調査対象エリア別の調査コースと調査ルート
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図1. 調査対象エリア
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図2. エリアAの調査コースと調査ルート
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図3. エリアBの調査コースと調査ルート
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図4. エリアCの調査コースと調査ルート
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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これらの地物を取り上げた理由は筆者らの中部地区における調査研究［4］において述べて
いるが再度記す。スロープは勾配の程度に関わらず段差が生じる。そのため、車いす利用者、
赤ちゃんや小さな子どもを乗せたベビーカーまたはバギー利用者が歩行する際には、その段
差が安全な通行の妨げとなると考えるからである。また、鉄板やマンホールは雨天時や氷結
時には足を滑らせる原因の一つになる。金網や排雪用側溝網そして側溝は歩行時に足元の
確認を怠った際には誤って足を踏み外すことも想定され、歩行時の障害となりうるからであ
る。また、カーブミラーやガードレール、セーフティパイプ、縁石などは、歩行者が道路を
通行する車両から身を守り、安全に道路を往来するためには欠かすことはできない。点字ブ
ロックは視覚障がい者が道路を安全に歩行できるよう誘導するために地面に敷設されている
ものであり、視覚障がい者にとっては必要不可欠なものである。
さらに、調査時に調査者が主観により、調査ルートの道幅が広いまたは道幅が狭いと判断
した箇所はその位置を「道幅狭い」や「道幅広い」という情報として収集した。図 7に道幅が
図5. エリアDの調査コースと調査ルート
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
項目 調査対象物
地物 スロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、マンホール、カーブ
ミラー、ガードレール、セーフティパイプ、縁石、点字ブロック
道幅情報 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所
安全な歩行に関する情報 危険ゾーン
表3. 調査対象物
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広い箇所ならびに道幅狭い箇所の様子を例示している。また、歩行者が歩行の際の安全性が
損なわれる可能性があると調査者が判断した箇所に関しての情報収集も併せて行った。本研
究ではその安全な歩行のための情報の名称を「危険ゾーン」とした。なお、調査時は道路交通
の基盤となる情報として、信号と横断歩道、そして停止線の位置情報の収集も同時に行った。
（A） （B） （C）
（E）
（G） （ I）
（K）
（D） （F）
（H）
（ J）
図6. 調査対象物の地物（A）スロープ（B）金網（C）鉄板（D）排雪用側溝網（E）側溝
（F）マンホール（G）カーブミラー （H）ガードレール（I）セーフティパイプ（J）縁石
（K）点字ブロック
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２． ５ 収集データのGISデータ化
収集した調査対象物データの GISデータへの変換は筆者らの米沢市市街地区における
調査研究［4, 10］にならい、GISソフトウェアを用いて GISデータに変換を行った。使用した
GISソフトウェアはQGIS Desktop 2.18.11である。調査対象地域が山形県米沢市であるた
め、座標系は世界測地系の平面直角座標系第 10系となる。
収集データをGISデータに変換する処理は次の流れで行っている。（1）収集した調査対象
物を調査対象エリアごとに分類する。（2）エリア別の分類データを調査コースごとに分類す
る。（3）調査コース別の分類データをルートごとに分類する。（4）分類された調査対象物ごと
に位置情報変換サイト［12］にある位置情報を緯度経度に変換するツールを使用して、調査時
に記録した位置情報を平面直角座標系第 10系の緯度経度データに変換する。（5）収集データ
の変換済み緯度経度データを用いてGISソフトウェアによりGISデータへと変換する。こ
の処理により独自のGISデータを作成することができる。
なお、本研究では基本地図として国土交通省国土地理院が整備している基盤地図情報［13］
を用いている。そしてまた、境界データとして総務省統計局で公開されている 2010年国勢
調査（小地域）の境界データを利用した［14］。
３ 結果
３． １ エリアA
３． １．１ A－1コース
エリアAにおけるA－1コースは「上杉神社」と「NPO法人三條かの記念館」を調査ルート
の両端としている。ルート 1は「上杉神社」をスタート地点とし、「NPO法人三條かの記念館」
をゴール地点として設定したルートである。ルート 1の復路をルート 2とする。表 4にA－1
コースの各ルートで確認された調査対象物の個数を示す。図 8にスロープが位置した地点を示
している。また、金網と鉄板、排雪用側溝網そして側溝が所在した位置を図 9に表している。図
10にマンホールが所在した場所を示している、図 11はカーブミラーと縁石そしてセーフティ
パイプの所在する場所を示す。そして、調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い
箇所、および危険ゾーンを図 12に示している。
表 4からA－1コースではスロープが 2箇所存在していた。スロープは図８南側に位置して
いることがわかる。金網はルート 1に 30個、ルート 2に 31個存在していた。図 9より、金網は
ルート 1では特に北から南に向かう道筋に多数存在しており、ルート 2ではルート後半となる
南から北に向かう道筋と東から西に向かう道筋に多数存在していることがわかる。鉄板はルー
ト 1に 12個、ルート 2に 3個存在した。ルート 1ではルート 1のスタート地点周辺と西から東
（A） （B）
図7. 道幅に関する情報（A）道幅が広い箇所（B）道幅狭い箇所
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に向かう道筋に鉄板が多数存在している。また、ルート 2ではルート 2のゴール地点近くに存
在していることが確認できる。そして、排雪用側溝網はルート 1に 39個、ルート 2に 5個存在
していた。図 9から排雪用側溝網はルート 1上にまんべんなく存在しており、ルート 2ではルー
ト 2のスタート地点近くに存在していることがわかる。側溝はルート 1に 6箇所、ルート 2に 4
箇所存在していた。側溝はルート1の北から南に向かう道筋に集中して存在しており、またルー
ト 2では、ルート 2のスタート地点近くに存在していることが確認できる。
マンホールはルート 1に 42箇所、ルート 2に 37箇所存在しており、ルート 1とルート 2と
もにルート上にまんべんなく存在していることが図 10より確認できる。カーブミラーはルート
1に 10箇所、ルート 2に 1箇所の所在が確認された。図 11より、カーブミラーはルート 1上で
はまんべんなく位置していた。一方、ルート 2ではスタート地点近くに存在していることが確認
できる。セーフティパイプはルート1に2箇所、ルート2に2箇所存在しており、ルート1とルー
ト 2ともに、両ルートのスタート地点とゴール地点周辺に存在していた。また、縁石はルート 2
に 2箇所存在しており、ルート 2の南から北に向かう道筋に存在していた。なお、ガードレール
と点字ブロックはA－1コースには存在しなかった。
A－1コースでは道幅が広い箇所は合わせて 7箇所確認することができた。ルート 1に 2箇
所、ルート 2に 5箇所存在した。一方、道幅が狭い箇所はルート 1に 8箇所、ルート 2に 1箇
所、合計 9箇所確認することができた。図 12から道幅が狭い箇所はルート 1上の８箇所のうち
６箇所がルート 1前半の北から南に向かう道筋に存在していた。道幅が広い箇所はルート 2上
の 5箇所のうち 3箇所がルート2前半の南から北に向かう道筋に存在している。また、危険ゾー
ンを 2箇所確認することができ、各ルートに 1箇所ずつ確認した。特にルート 1では「歩道が
人ひとり通れる分しかない」箇所があり、歩行の際は特に車の走行に注意する必要のある地点
が確認された。図 13にA－1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
名称 A－ 1コースルート 1
A－ 1コース
ルート 2
A－ 2コース
ルート 1
A－ 2コース
ルート 2
スロープ 2 0 10 20
金網 30 31 53 51
鉄板 12 3 24 2
排雪用側溝網 39 5 4 0
側溝 6 4 41 2
マンホール 42 37 37 28
カーブミラー 10 1 4 0
ガードレール 0 0 0 0
セーフティパイプ 2 2 1 1
縁石 0 2 0 26
点字ブロック 0 0 0 1
道幅広い 2 5 5 2
道幅狭い 8 1 3 3
危険ゾーン 1 1 5 7
合計 154 92 187 143
表4. エリアAの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数
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図8. スロープ（エリアA・A－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図9. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアA・A－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図10. マンホール（エリアA・A－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図11. カーブミラー、縁石、セーフティパイプ（エリアA・A－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図12. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアA・A－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図13. エリアA・A－1コースにおける危険ゾーンの一例
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３． １．２ A－2コース
エリア Aにおける A－ 2コースは「伝国の杜（米沢市上杉博物館・置賜文化ホール）」と
「一宮神社」を調査ルートの両端としている。ルート 1は「伝国の杜（米沢市上杉博物館・置
賜文化ホール）」をスタート地点とし、「一宮神社」をゴール地点として設定したルートであ
る。ルート 1の復路がルート 2である。表 4にA－ 2コースの各ルートで確認された調査対
象物の個数を示す。
図 14にスロープが位置した地点を示している。また、金網と鉄板、排雪用側溝網そして側
溝が所在した位置を図 15に表している。図 16にはマンホールが所在した場所を示した。図
17にはカーブミラーと縁石そしてセーフティパイプの所在する場所を示す。また、点字ブ
ロックの位置は図 18に示す。なお、調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇
所、そして危険ゾーンを図 19に示している。
表 4から A－ 2コースではスロープが合計 30箇所存在していた。図 14より、確認され
たルート 1上のスロープ 10箇所のうち 9箇所がゴール地点の一宮神社に向かう西から東に
至る道筋に存在していることがわかる。また、ルート 2においても、図 14南側の一宮神社の
面する道筋に数多く存在していた。
金網は 104個、鉄板は 26個、排雪用側溝網は 4個、そして側溝は 43箇所存在していた。
図15から、金網はルート1では北から南に至る2つの道沿いに集中して存在している。また、
ルート 2においてはまんべんなく存在している。鉄板は 26個のうち 24個がルート 1に、２
個がルート 2に存在している。ルート 1では、特に図 15北側にある北から南に至る道沿い
に特に集中して存在していた。４個の排雪用側溝網はそのすべてがルート 1上にあり、ルー
ト 2には存在しなかった。側溝は 43箇所のうちルート 1に 41箇所、ルート 2に 2箇所存在
している。ルート 1では図 15から明らかなように、ルート 1のスタート地点から経路の中
盤までの間に側溝がまんべんなく存在している。
マンホールについては 65箇所存在していた。図 16からルート 1では北から南に向けて至
る 2つの道沿いにマンホールが数多く存在している。また、ルート 2ではルート 2のスター
ト地点から経路の中盤までの間にまんべんなく存在している。
表４からカーブミラーは 4箇所あり、そのすべてがルート 1にまとまって存在していた（図
17）。言い換えるならば、このカーブミラーの集中している地点が車の車窓から見て見通し
の悪い地点だといえる。セーフティパイプは両ルートともに 1箇所ずつ存在していた。また、
縁石はルート2上にのみ26箇所存在していた。また、点字ブロックについては図18よりルー
ト 2のみ存在していることがわかる。なお、ガードレールは存在しなかった。
A－2コースでは、道幅が広い箇所を 7箇所確認することができ、ルート 1に 5箇所、ルー
ト 2に 2箇所確認された。一方、道幅が狭い箇所は 6箇所確認でき、ルート 1とルート 2と
もにそれぞれ 3箇所確認された。道幅が広い箇所はルート 1上では図 19南西側に 3箇所確
認できる。ルート 2ではスタート地点とゴール地点近くに確認できる。道幅が狭い箇所は
ルート 1上では図 19北西部に 2箇所集中して確認できる。また、危険ゾーンを 12箇所確認
することができた。その内訳はルート 1に 5箇所、ルート 2に 7箇所存在する。とりわけルー
ト 1では「カーブミラーが四つ角にたてられている」箇所があり、歩行の際は特に車の走行
に注意する必要のある地点が確認された。また、ルート 2では、図 19の中央に位置している
ルート 2の中間地点に集中して確認された。図 20にA－ 2コースにおける危険ゾーンの一
例を示す。
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図14. スロープ（エリアA・A－2コース）
図15. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアA・A－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図16. マンホール（エリアA・A－2コース）
図17. カーブミラー、縁石、セーフティパイプ（エリアA・A－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図18. 点字ブロック（エリアA・A－2コース）
図19. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアA・A－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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３． ２ エリアB
３． ２．１　B－1コース
エリア Bにおける B－ 1コースは「九里学園高等学校」と「南部公園」を調査ルートの両
端としている。ルート 1は「九里学園高等学校」をスタート地点とし、「南部公園」をゴール
地点として設定したルートである。ルート2はその復路となる。表5にB－1コースの各ルー
トで確認された調査対象物の個数を示す。図 21にスロープが位置した地点を示している。
金網と鉄板、排雪用側溝網そして側溝が所在した位置を図 22に表している。また、マンホー
ルの位置を図 23に示す。図 24にはカーブミラー、縁石そしてセーフティパイプの所在する
場所を示す。そして、点字ブロックの位置は図 25に示す。なお、調査ルート上で確認した道
幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、そして危険ゾーンを図 26に示している。
表 5から B－ 1コースではスロープが 16箇所存在していた。確認されたすべてのスロー
プは図 21北側に集中して存在していることがわかる。特にルート 2においてはルートの後
半部分に存在している。
金網は 96個、鉄板は 11個、排雪用側溝網は 6個そして側溝は 8箇所存在していた。図 22
から金網はルート 1では図 22の南側に、ルート 2では図 22の北側に集中して存在している。
鉄板はルート 1ではルート前半に多く存在している。排雪用側溝網は 6個のうち 5個がルート
1にあり、鉄板と同様にルート1の前半に多く存在している。側溝はルート2のみ存在していた。
マンホールは 24箇所確認され、図 23からルート 2ではルートの前半部分に特に集中して
確認された。カーブミラーは 3箇所確認され、そのすべてがルート 1上で確認された。特に 2
箇所が図 24の南西側に位置しており、道の見通しが悪い箇所であると考えられる。縁石は 37
箇所確認された。ルート 1上ではまんべんなく縁石が存在している。ルート 2ではルート後半
部分に数多く存在している。セーフティパイプはルート 2に 7箇所設置されていた。設置場所
はルート 2の南から北に向かう道筋の南側に集中して存在していることが確認できる。点字ブ
ロックについてはルート 1とルート 2の両方に存在していた。点字ブロックは図 25から九里
図20. エリアA・A－2コースにおける危険ゾーンの一例
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図21. スロープ（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図22. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図23. マンホール（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図24. カーブミラー、縁石、セーフティパイプ（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図25. 点字ブロック（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図26. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアB・B－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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学園高等学校が面している道路に 1ブロック分敷設されていることが分かった。なお、ガー
ドレールは存在しなかった。
　B－ 1コースのルート 1には道幅が広い箇所が 1箇所、道幅が狭い箇所が 3箇所存在し
ていた。ルート 2では道幅が広い箇所と道幅が狭い箇所がそれぞれ 1箇所存在していた。ま
た、危険ゾーンはルート 1では 2箇所、ルート 2では 6箇所が確認された。特に、ルート 1
には「十字路信号なし」という箇所が図 26南西側にあり、歩行の際は周囲の安全に注意すべ
き地点が確認されている。図 27に B－ 1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
表5. エリアBの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数
図27. エリアB・B－1コースにおける危険ゾーンの一例
名称 B－ 1コースルート 1
B－ 1コース
ルート 2
B－ 2コース
ルート 1
B－ 2コース
ルート 2
スロープ 2 14 0 0
金網 50 46 44 69
鉄板 9 2 9 12
排雪用側溝網 5 1 7 18
側溝 0 8 7 7
マンホール 6 18 4 13
カーブミラー 3 0 4 2
ガードレール 0 0 0 0
セーフティパイプ 0 7 0 0
縁石 21 16 7 5
点字ブロック 1 1 0 0
道幅広い 1 1 0 0
道幅狭い 3 1 3 4
危険ゾーン 2 6 4 3
合計 103 121 89 133
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３． ２．２　B－2コース
エリアBにおけるB－2コースは「酒造資料館東光の酒蔵」と「山形県立米沢商業高等高校」を
調査ルートの両端としている。ルート1は「酒造資料館東光の酒蔵」をスタート地点とし、「山形県
立米沢商業高等高校」をゴール地点として設定したルートである。ルート2はその復路となる。表 5
にB－2コースの各ルートで確認された調査対象物の個数を示す。図 28に金網と鉄板、排雪用側
溝網そして側溝が所在した位置を示す。マンホールの位置を図29に示す。図30にはカーブミラー、
縁石の所在する場所を示す。なお、調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、そ
して危険ゾーンを図 31に示している。
表 5から金網はルート1に 44個、ルート2に 69個存在していた。鉄板は 21個、排雪用側溝網
は 25個そして側溝は 14箇所が存在していた。図 28から金網はルート1とルート2ともにまんべ
んなく存在している。鉄板は、ルート1では確認された 9個のうちそのすべてが山形県立米沢商業
高等高校の面する道沿いに存在していた。ルート2では 4個の鉄板がゴール地点となる酒造資料
館東光の酒蔵の近くにまとまって存在した。排雪用側溝網は 25個のうち18個がルート2にあり、
その多くが南から北に至る道沿いに存在していた。側溝はルート1では北から南に至る道沿いに 7
箇所存在していた。また、ルート2では南から北に至る道沿いに 7箇所存在していた。
マンホールはル トー1に 4箇所、ル トー2に13箇所確認された。特にル トー2では図 29北側の
東から西に至る道沿いにマンホールが5箇所集中して確認された。カーブミラーは6箇所確認された。
図 30から特にコース端点となる酒造資料館東光の酒蔵近くの曲がり角に 2箇所、もう一方の端点の
山形県立米沢商業高等高校前に1箇所設置されており、道の見通しが悪い箇所であると考えられる。
縁石は12箇所確認され、そのすべてが米沢商業高等高校の面している道沿いに存在していた。なお、
B－2コースにはスロープ、ガ ドーレール、セーフティパイプ、そして点字ブロックは存在しなかった。
図28. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアB・B－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
西川：ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part2 米沢市南部地区を対象として
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図29. マンホール（エリアB・B－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図30. カーブミラー、縁石（エリアB・B－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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B－2コースにおける道幅に関しては、道幅が狭い箇所をルート1では 3箇所、ルート 2では４
箇所の合計 7箇所確認された。一方、道幅が広い箇所は確認されなかった。危険ゾーンはルート1
では 4箇所、ルート 2では 3箇所が確認された。図 31から、特にルート1では北から南に至る道
沿いに「柵なし側溝あり」が 3箇所あり、歩行の際は注意すべき地点が確認されている。また、ルー
ト 2では東から西に至る道沿いに「十字路信号なし」が 2箇所あり、歩行の際は車の走行に注意す
る必要のある地点が確認された。図 32にB－2コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
図31. 道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアB・B－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図32. エリアB・B－2コースにおける危険ゾーンの一例
西川：ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part2 米沢市南部地区を対象として
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３．３　エリアC
３． ３．１　C－1コース
エリア Cにおける C－ 1コースは「山形大学工学部」と「JR南米沢駅」を調査ルートの両
端としている。ルート 1は「山形大学工学部」をスタート地点とし、「JR南米沢駅」をゴール
地点として設定したルートである。ルート 2はその復路となる。表 6に C－ 1コースで確認
された調査対象物の個数を示す。図 33はスロープが位置した地点を示している。図 34に金
網と鉄板、排雪用側溝網そして側溝が所在した位置を示している。図 35にはマンホールが
所在した場所を示す。図 36にはカーブミラー、縁石そしてセーフティパイプの所在する場
所を表す。なお、調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、そして危険ゾー
ンを図 37に示している。
表 6から C－ 1コースではルート 1上にスロープが 3箇所存在していた。図 33より、す
べてのスロープがルート 1のスタート地点である山形大学工学部の近くにあることがわかる。
金網はルート 1とルート 2を合わせて 135個存在していた。また、ルート 1上に鉄板が 5個、
排雪用側溝網が 28個、側溝が 4箇所存在していた。図 34から金網はルート 1とルート 2と
もに北から南に至る道筋に数多く存在していることがわかる。鉄板、排雪用側溝網そして側
溝は金網と同じように、ルート 1の北から南に至る道筋に数多く存在していることがわかる。
マンホールはルート 1に 20箇所、ルート 2に 9箇所存在している。図 35よりルート 1と
ルート 2ともに、特に東から西に至る道筋に集中して存在していた。カーブミラーは 6箇
所に設置されていた。縁石はルート 1に 4箇所、ルート 2に 25箇所存在している。図 36よ
り縁石はルート 2において特に北から南に至る道筋に集中して存在していることがわかる。
セーフティパイプはルート 1に 9箇所、ルート 2に 5箇所設置されていた。なお、ガードレー
ルと点字ブロックは存在しなかった。
表6. エリアCの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数
名称 C－ 1コースルート 1
C－ 1コース
ルート 2
C－ 2コース
ルート 1
スロープ 3 0 0
金網 44 91 218
鉄板 5 0 0
排雪用側溝網 28 0 0
側溝 4 0 0
マンホール 20 9 25
カーブミラー 2 4 6
ガードレール 0 0 0
セーフティパイプ 9 5 0
縁石 4 25 131
点字ブロック 0 0 0
道幅広い 2 2 5
道幅狭い 2 1 5
危険ゾーン 2 2 4
合計 125 139 394
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図33. スロープ（エリアC・C－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図34. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアC・C－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
西川：ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part2 米沢市南部地区を対象として
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図35. マンホール（エリアC・C－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図36. カーブミラー、縁石、セーフティパイプ（エリアC・C－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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C－ 1コースでは道幅が狭い箇所をルート 1上に 2箇所、ルート 2上に 1箇所の合計 3箇
所確認された。図 37からルート 1とルート 2ともに「歩道がなく、狭い」が 1箇所あり、歩
行の際は注意すべき地点が確認されている。道幅が広い箇所はルート 1上に 2箇所、ルート
2上に 2箇所の合計 4箇所確認された。図 37から４箇所のうち 3箇所がルート 1のスター
ト地点である山形大学工学部の近くにあることがわかる。危険ゾーンはルート 1では 2箇所、
ルート 2では 2箇所が確認された。特に、ルート 1の北から南に至る道沿いに「5本の道路
の合流地点であり、見通しが悪い」が 1箇所あり、歩行の際は特に車の走行に注意する必要
のある地点が確認された。図 38に C－ 1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
図37. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアC・C－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図38. エリアC・C－1コースにおける危険ゾーンの一例
西川：ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part2 米沢市南部地区を対象として
̶ ̶137
３． ３．２ C－2コース
エリアCにおけるC－2コースは「JR南米沢駅」をスタート地点とし、「山形県立米沢興譲館
高等学校」をゴール地点として設定したルートである。なお、C－2コース内のルートは 1ルート
のみである。表 6にC－2コースで確認された調査対象物の個数を示す。図 39に金網が所在し
た位置を示している。図 40にはマンホールが所在した場所を示す。図 41にはカーブミラーと縁石
の所在する場所を表す。なお、調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、そして
危険ゾーンを図 42に示している。
表 6からC－2コースでは金網が 218個存在していた。図 39から金網はその道筋に隈なく存
在していることがわかる。マンホールは 25箇所存在しており、特に図 40の北側と南側にある東か
ら西に至る道筋に集中して存在していた。カーブミラーは 6箇所に設置されていた。6箇所のカー
ブミラーのうち 3箇所が図 41南側にまとまって存在していた。縁石は 131箇所存在している。図
41で明らかなように、縁石はその道筋に隈なく存在していることがわかる。なお、スロープ、鉄板、
排雪用側溝網、側溝、ガードレール、セーフティパイプ、そして点字ブロックは存在しなかった。
C－2コースでは道幅が狭い箇所と道幅が広い箇所がそれぞれ 5箇所確認することができた。
図 42から道幅が狭い箇所と道幅が広い箇所ともに、ルートの後半部分で数多く確認された。また、
危険ゾーンを 4箇所確認することができた。特にルートの後半部分では「田んぼと歩道の境界がな
い」箇所が確認された。この危険ゾーンは日中はもちろんのこと、特に夜道においての歩行の際は十
分に安全を注意すべき地点として確認されている。また、山形県立米沢興譲館高等学校が面してい
る道沿いでは、「米沢興譲館高等学校までの歩道が片方しかないため、自転車の左側通行が徹底さ
れない」箇所も確かめられた。図 43にC－2コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
図39. 金網（エリアC・C－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図40. マンホール（エリアC・C－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図41. カーブミラー、縁石（エリアC・C－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図42. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアC・C－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図43. エリアC・C－2コースにおける危険ゾーンの一例
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３． ４ エリアD
３． ４．１ D－1コース
エリア Dにおける D－ 1コースは「米沢市立南部小学校」をスタート地点とし、「石山内
科クリニック」をゴール地点として設定したルートである。なお、D－ 1コース内のルート
は 1ルートのみである。表 7に D－ 1コースで確認された調査対象物の個数を示す。図 44
はスロープが位置した地点を示している。図 45に金網と鉄板、排雪用側溝網そして側溝が
所在した位置を示している。図 46にはマンホールが所在した場所を示す。図 47にはカーブ
ミラーとガードレール、縁石そしてセーフティパイプの位置を表す。なお、調査ルート上で
確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、そして危険ゾーンを図 48に示している。
表 7からD－ 1コースではスロープが 9箇所存在していた。図 44より確認されたスロー
プのうち 5箇所がまとまって存在しており、また残りの 4箇所もまとまって存在していた。
金網は 167個、鉄板は 9個、排雪用側溝網は 23個存在していた。図 45から金網はルート上
の全体にわたって存在していることがわかる。排雪用側溝網はスタート地点近くの北から南
に至る道筋とゴール地点付近にまとまって存在していた。また、側溝は 2箇所だけ存在して
いた。
マンホールは 10箇所確認された。図 46をみるとマンホールの位置は大きく三つに分ける
ことができる。一つはスタート地点から東に進んだところにある四つ角付近に 4箇所存在し
ている。二つ目はエリア Bとエリア Dの境目に 3箇所存在している。そして三つ目はゴー
ル地点手前の信号からゴール地点に至る道筋に 3箇所存在している。カーブミラーは 13箇
所に設置されていた。そのうち 6箇所がルート後半にある信号手前の北から南に至る道筋に
まとまって設置されている。このカーブミラーが集中している地点が車の車窓から見て見通
しの悪い地点だともいえる。図 47で明らかなように、56箇所の縁石の位置もマンホールと
同様に大きく三つに分けることができる。一つはスタート地点から東に進んだところにある
信号から南に至る道筋にまとまって存在している。二つ目はエリア BとエリアDの境目を
起点にして東南に進む道筋にまとまって存在している。そして三つ目はゴール地点手前の信
号からゴール地点に至る道筋にまとまって存在している。ガードレールは 2箇所設置されて
いた。1箇所はエリア BとエリアDの境目付近に設置されており、そしてまたコースの半ば
の道がカーブしている箇所に設置されていた。セーフティパイプもエリア BとエリアDの
境目付近からルートの半ばの道がカーブしている地点に至る道筋にまとまって設置されてい
た。なお、点字ブロックは存在しなかった。
D－ 1コースでは道幅が広い箇所を 4箇所、道幅が狭い箇所を 3箇所確認することができ
た。図 48から確認された道幅が広い箇所の 4箇所うち 3箇所がエリア BとエリアDの境目
を起点にして東南に進む道筋に存在している。この道筋は歩行者にとって歩きやすい道路で
あることが確認できる。道幅が狭い箇所も 3箇所のうち 2箇所がエリア BとエリアDの境
目付近に存在している。また、危険ゾーンは 5箇所確認された。図 48に示すように、エリア
BとエリアDの境目付近に「通学路としても利用される道であるが、非常に狭く車と接触す
る危険性がある」箇所が確認された。なお、ここで危険ゾーンとして指摘した地点は道幅が
狭い箇所が 2箇所も集中している地点でもある。歩行の際は周囲の安全を確認し、そしてま
た車の往来にも注意して歩く必要のある地点である。また、コース半ばにも、危険ゾーンと
して「車どおりが多いが、横断歩道がない」箇所が指摘されている。図 48からも明らかなよ
うに、道が急カーブになっている箇所である。車どおりが多いのにもかかわらず、横断歩道
がない箇所として指摘しているため、歩行の際は周囲の状況をよく確認して歩行する必要が
ある。図 49にD－ 1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
西川：ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part2 米沢市南部地区を対象として
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表7. エリアDの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数
名称 D－ 1コースルート 1
D－ 2コース
ルート 1
D－ 3コース
ルート 1
スロープ 9 0 12
金網 167 132 40
鉄板 9 10 6
排雪用側溝網 23 0 1
側溝 2 3 4
マンホール 10 2 14
カーブミラー 13 4 6
ガードレール 2 8 9
セーフティパイプ 14 0 3
縁石 56 0 13
点字ブロック 0 0 1
道幅広い 4 0 3
道幅狭い 3 3 2
危険ゾーン 5 3 3
合計 317 165 117
図44. スロープ（エリアD・D－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図45. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアD・D－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図46. マンホール（エリアD・D－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図47. カーブミラー、ガードレール、縁石、セーフティパイプ（エリアD・D－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図48. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアD・D－1コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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３． ４．２　D－2コース
エリアDにおけるD－2コースはスタート地点を「山形県公立大学法人学寮」とし、ゴール地
点を「在家踏切」として設定したルートである。なお、D－2コース内のルートは 1ルートのみで
ある。表 7にD－2コースで確認された調査対象物の個数を示す。図 50に金網と鉄板そして側
溝が所在した位置を示している。図 51にはマンホールが所在した場所を示す。図 52にはカーブ
ミラーとガードレールの位置を表す。なお、調査ルート上で確認した道幅が狭い箇所、そして危険
ゾーンを図 53に示している。
表 7からD－2コースでは金網は 132個、鉄板は 10個存在していた。また、側溝は３箇所存
在した。図 50から金網はルート上の全体にわたって存在していることがわかる。鉄板と側溝はス
タート地点のすぐ近くにまとまって存在していた。マンホールは 2箇所確認された。図 51からは
スタート地点すぐ近くに 1箇所、そしてルート後半に 1箇所確認できる。カーブミラーは 4箇所
に設置されていた。図 52をみると 4箇所のうち 2箇所がゴール地点にまとまって設置されてい
ることが確認できる。ガードレールは 8箇所設置されていた。スタート地点近くの道筋にガード
レールのすべてがまとまって設置されていた。なお、スロープ、排雪用側溝網、セーフティパイプ、
縁石、そして点字ブロックは存在しなかった。
D－2コースでは道幅が狭い箇所を 3箇所確認することができた。図 53から確認された道幅
が狭い箇所の 3箇所うち 1箇所がスタート地点近くの道筋で確認できた。残りの 2箇所はルート
後半で確認できた。なお、道幅が広い箇所は確認されなかった。また、危険ゾーンは 3箇所確認
された。図 53から、3箇所の危険ゾーンはルート上の 2つ目の信号からゴール地点までの道筋で
確認された。特に、「車がすれ違うと歩道の線を超えてしまい危険である」箇所が確認された。こ
こで危険ゾーンとして指摘した地点は道幅が狭い箇所としても指摘している地点にほど近い。歩
行する際は周囲の安全を特に確認し、車の往来に注意して歩く必要のある地点である。また、ゴー
ル地点近くにも危険ゾーンとして「道幅が狭く、スピードを出す車が多い」箇所を指摘している。
この地点においても歩行の際は周囲の状況をよく確認して歩行する必要がある。図 54にD－2
コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
図49. エリアD・D－1コースにおける危険ゾーンの一部
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図50. 金網、鉄板、側溝（エリアD・D－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図51. マンホール（エリアD・D－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図52. カーブミラー、ガードレール（エリアD・D－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図53. 道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアD・D－2コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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３． ４．３　D－3コース
エリアDにおけるD－ 3コースは「山形県公立大学法人学寮」をスタート地点およびゴー
ル地点に設定し、スタート地点から西に向かって歩き、道を周回するコースである。なお、D
－ 3コース内のルートは 1ルートのみである。表 7に D－ 3コースで確認された調査対象
物の個数を示す。図 55はスロープが位置した地点を示している。図 56に金網と鉄板、排雪
用側溝網、そして側溝が所在した位置を示している。図 57にはマンホールが所在した場所
を示す。図 58にはカーブミラーとガードレール、縁石そしてセーフティパイプの位置を表
す。また、点字ブロックの位置は図 59に示す。なお、調査ルート上で確認した道幅が広い箇
所、道幅が狭い箇所、そして危険ゾーンを図 60に示している。
表 7から D－ 3コースではスロープが 12箇所存在していた。確認されたスロープのう
ち 7箇所が図 55北西側にある北から南西に至る道筋に存在しており、また残りの 5箇所も
図 55西側にあるルート上の 2つ目の信号から 3つ目の信号までの西から東南にいたる道筋
にまとまって存在していた。金網は 40個、鉄板は 6個、排雪用側溝網は 1個、そして側溝は
4箇所存在していた。図 56から、金網は特にルート上の 2つ目の信号から東南にいたる道筋
に数多く存在していることがわかる。鉄板は 6個のうち 5個が図 56北側の山形県公立大学
法人学寮が面している道沿いに存在している。排雪用側溝網はルート上の２つ目の信号から
東南にいたる道筋で確認された。側溝の位置は大きく二つに分けることができる。一つはス
タート地点から西の方向に進んだところにまとまって存在している。二つ目はルート後半の
３つ目の信号から東南にいたる道筋に確認できる。
マンホールは 14箇所確認された。図 57から、ルート上に点在していることが確認できる。
カーブミラーは 6箇所に設置されていた。図 58より 6箇所のうち 5箇所がルート後半の西か
ら東南に至る道筋にまとまって設置されている。このカーブミラーが集中している地点が車の
車窓から見て見通しの悪い地点だともいえる。縁石は 13箇所存在している。図 58から、縁石
の位置も図 55で確認されたスロープと同じように、ルート上の 1つ目の信号から 2つ目の信号
までの北から南西に至る道筋と 2つ目の信号から 3つ目の信号までの西から東南に至る道筋に
図54. エリアD・D－2コースにおける危険ゾーンの一例
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存在している。ガードレールは 9箇所設置されていた。ガードレールの位置は大きく二つに
分けることができる。一つはルート上の３つ目の信号から東南にいたる道筋に設置されてい
た。二つ目はルート後半のゴール地点に至る道筋に３箇所設置されていた。セーフティパイ
プは 3箇所設置されていた。セーフティパイプについてはスタート（ゴール）地点の付近に 2
箇所設置されており、残りの 1箇所はルート上の 2つ目の信号付近に 1箇所設置されていた。
点字ブロックについては図 59から明らかなように、ルート上の 1つ目の信号から 2つ目の
信号までの北から南西に至る道路に 1ブロック分敷設されていることが分かった。
D－ 3コースでは道幅が広い箇所を 3箇所、道幅が狭い箇所を 2箇所確認することができ
た。図 60から確認された３箇所の道幅が広い箇所のうち 1箇所が、ルート上の 1つ目の信
号から 2つ目の信号までの北から南西に至る道路で確認された。この道は図 59に示すよう
に点字ブロックが敷設されている道路でもある。したがって、この道筋は視覚障がい者を含
むすべての歩行者にとって歩きやすい道路であることが確認できる。道幅が狭い箇所につい
ても 1箇所が「歩道が狭く、車との距離が近い」箇所となっており、歩行の際は周囲の状況を
十分に確認する必要がある。
また、危険ゾーンは 3箇所確認された。図 60から明らかなように、スタート（ゴール）地
点の付近に 2箇所確認された。スタート地点から 1つ目の信号に至る道筋で確認された危険
ゾーンは「側溝が長く続いている」箇所となっており、特に夜間に歩く際は足元の確認が必
要である。また、ゴール地点近くにある危険ゾーンは「坂道になっている」箇所であり、雨天
はもちろんのこと冬場における歩行には十分に気を付ける必要がある。図 61にD－ 3コー
スにおける危険ゾーンの一例を示す。
図55. スロープ（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図56. 金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図57. マンホール（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図58. カーブミラー、ガードレール、縁石、セーフティパイプ（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図59. 点字ブロック（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
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図60. 道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所、危険ゾーン（エリアD・D－3コース）
（この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである）
図61. エリアD・D－3コースにおける危険ゾーンの一部
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３． ５　調査コースにおける調査対象物の存在状況
３． ５．１　地物
本研究において調査対象とした地物としてスロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、マン
ホール、カーブミラー、ガードレール、セーフティパイプ、縁石、点字ブロックの 11種類を取り
上げ、その存在を調査している。南部地区内で調査した 9コース 14ルートにおいて確認された
スロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、マンホール、セーフティパイプ、縁石の距離 100m
当たりの箇所数を図 62に示す。また、カーブミラーとガードレール、そして点字ブロックの総確
認数に対するコース・ルート別確認数の割合を図 63に示す。
スロープの存在ついては、図62Aを確認すると、調査した14ルートのうち6ルートにはスロー
プが存在しなかった。また、存在が確認された 8ルートのうちエリアAのA－2コース・ルー
ト 2は距離 100m当たりの箇所数が 2.9箇所で最も多く確認されている。次いでエリアBのB
－1コース・ルート 2が 2.2箇所となっている。
図 62Bをみると、金網がすべてのコース・ルートに存在していたことがわかる。距離 100m
当たりの金網の箇所数で最も多く存在していたのはエリアDのD－2コース・ルート 1で、そ
の個数は 15.3個であった。距離 100m当たりの箇所数が最も少なかったのはエリアAのA－
1コース・ルート 1で 3.0個となった。
図 62Cより、鉄板はエリアCのC－1コース・ルート 2とエリアCのC－2コース・ルー
ト 1以外の 12ルートで存在が確認されている。存在が確認された 12ルートのうち、エリアA
のA－2コース・ルート 1において距離 100m当たりの鉄板の箇所数が 2.5個と最も多く確認
された。次いでエリアBのB－2コース・ルート 1が 1.8個であった。
排雪用側溝網の存在は図 62Dを確認すると、調査したコース・ルートのうち 4ルートには排
雪用側溝網が存在しなかった。存在が確認された 10ルートのうち、エリアAのA－1コース・
ルート 1は距離 100m当たりの箇所数が 3.9個で最も多く確認されている。次いでエリアCの
C－1コース・ルート 1が 3.6個となっている。
側溝に関しては、図 62Eより全ルートのうち 11ルートでその存在が確認されている。距離
100m当たりの側溝の箇所数で最も多く存在していたのはエリアAのA－2コース・ルート1で、
その個数は 4.3箇所であった。次にエリアBのB－2コース・ルート 1が 1.4箇所である。
マンホールは調査コースのすべてのルートに存在していたことが図 62Fからわかる。距離
100m当たりのマンホールの箇所数で最も多く存在していたのはエリアAのA－1コース・ルー
ト 2で、その個数は 5.1箇所であった。距離 100m当たりの箇所数が最も少なかったのはエリア
DのD－2コース・ルート 1で 0.2箇所となった。
セーフティパイプの存在ついては図 62Gを確認すると、調査した 14ルートのうち 5ルートに
はセーフティパイプが存在しなかった。存在が確認された9ルートのうちエリアCのC－１コー
ス・ルート 1は距離 100m当たりの箇所数が 1.2箇所で最も多く確認されている。次いでエリア
BのB－1コース・ルート 2が 1.1箇所となっている。
縁石に関しては、図 62Hより調査コース全ルートでその存在が確認されている。距離 100m
当たりの縁石の箇所数で最も多く存在していたのはエリアAのA－2コース・ルート 2で、そ
の個数は 14.6箇所であった。次にエリアBのB－1コース・ルート 2が 12.5箇所である。
調査した 9コース 14ルート内でのカーブミラーとガードレール、そして点字ブロックの設置状
況は図 63で確認することができる。図 63Aよりカーブミラーについては 12ルートに設置されて
いることがわかる。最も多くカーブミラーが設置されていたのはエリアDのD－1コース・ルー
ト1の 22.0%であった。また、エリアDのD－3コース・ルート1は 10.2%であった。これより
4つの調査エリアのうちエリアDに最も多くカーブミラーが設置されていたことがわかった。一方
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図62. 地物の距離100m当たりの箇所数（A）スロープ（B）金網（C）鉄板（D）排雪用側溝網
（E）側溝（F）マンホール（G）セーフティパイプ（H）縁石
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でエリアAのA－2コース・ルート2とエリアBのB－1コース・ルート２のようにカーブミラー
が設置されていないルートもあった。図 63BよりガードレールはエリアDの全コースにのみに
設置されていた。なお最も多く設置されていたのはD－3コース・ルート 1で 47.4%であった。
図 63Cより点字ブロックはエリアAのA－2コース・ルート 2、エリアBのB－1コース
の全ルート、そしてエリアDのD－3コース・ルート1の合計 4ルートにのみに敷設されていた。
一方、エリアCの調査コース・ルートでは点字ブロックが全く敷設されていなかった。
なお、全体をとおして、今回の調査対象となった 11種類の地物すべての存在が確認された調
査コース・ルートはエリアDのD－3コース・ルート 1のみであった。
図63. 地物の総確認数に対するコース・ルート別確認箇所数の割合（A）カーブミラー
（B）ガードレール（C）点字ブロック
３． ５．２ 道幅
本研究では、調査時に調査者が主観により調査ルートの道幅が広いまたは道幅が狭いと判断
した箇所を「道幅広い」および「道幅狭い」という情報として収集を行った。南部地区内で調査
した 9コース 14ルートにて確認された道幅が広い箇所の箇所数の割合を図 64Aに示す。そし
て、確認された道幅が狭い箇所の箇所数の割合を図 64Bに示す。
図 64Aより 14ルート中 11ルートで道幅が広いと確認された箇所が存在した。全ルートで
は合計 32箇所確認できた。確認された 11ルートのうち、エリアAのA－1コース・ルート 2
ならびにA－2コース・ルート 1そしてエリアCのC－2コース・ルート 1が最も多く確認
され、その割合は15.6%であった。次いで、エリアDのD－1コース・ルート1が 12.5%となっ
た。3番目には 9.4%を占めたエリアDのD－3コース・ルート 1となった。なお、エリア B
のB－2コースの全ルートとD－2コース・ルート 1には道幅が広い箇所はなかった。
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３． ５．３ 危険ゾーン
本研究では、調査時に歩行者が歩行の際に歩行者の安全性が損なわれる可能性があると調
査者が判断した箇所を、「危険ゾーン」の名目で情報収集も行っている。南部地区内で調査し
た 9コース 14ルートにて確認された危険ゾーンの総確認数に対するコース別確認箇所数の
割合を図 65に示す。
図 65より調査した 9コース 14ルートすべてにおいて危険ゾーンの箇所が確認された。全
ルートでは合計 48箇所確認できた。最も多かったのが 14.6%を占めたエリア Aの A－ 2
コース・ルート２であった。次いで、エリア Bの B－ 1コース・ルート 2の 12.5%となっ
た。3番目に多かったのが 10.4%を占めたエリアAのA－ 2コース・ルート 1とエリアD
のD－ 1コース・ルート 1となった。特に、エリアAとエリア Bについては、エリアAの
2つのコースとエリア Bの 2つのコースを合計すると 60.5%となり、この 2つのエリアの
危険ゾーンの割合が多くなっている。なお、全ルートの中で最も少ない割合となったのがエ
リアAのA－ 1コースのルート１およびルート２の 2.1%であった。
図64. 道幅に関する情報の総確認数に対するコース別確認箇所数の割合（A）道幅広い
（B）道幅狭い
図65. 危険ゾーンの総確認数に対するコース別確認箇所数の割合
図 64Bより全てのルートにおいて道幅が狭い箇所が確認された。全ルートでは合計 42箇
所確認できた。最も多く確認されたのはエリアAのA－1コース・ルート 1で、その割合は
19.0%であった。次に、エリアCのC－2コース・ルート 1が 11.9%となった。そして 3番目
には、9.5%を占めたエリアBのB－2コース・ルート 2となった。
山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告 第45号
̶ ̶156
４ 考察
調査コースの全ルートで存在が確認された金網に着目してみると、距離 100m当たりの金
網の箇所数で最も多く存在していたのはエリアDのD－ 2コース・ルート 1で、その個数
は 15.3箇所であった。2番目にはエリア Cの C－ 2コース・ルート 1が 12.5箇所である。
その他、エリア Bの B－ 2コース・ルート 1が 9.0箇所、エリア Cの C－ 1コース・ルー
ト 2が 9.6箇所、またエリア Dの D－ 1コース・ルート 1が 8.3箇所であった（図 62B）。
ここで挙げたルートは 10mほど歩くと少なくとも 1つの金網が存在している状況である。
金網の分布状況を確認してもルートにまんべんなく存在している（図 28、図 34、図 39、図
45、図 50）。そのため、ここで挙げたルートについては、悪天候時には特に足元に注意しなが
ら歩行する必要のある道であるといえる。
点字ブロックについてはエリアAのA－ 2コース・ルート 2、エリア Bの B－ 1コース
全ルート、そしてエリア DのD－ 3コース・ルート 1の合計 4ルートのみの存在となって
いた（図 63C）。今回の調査結果から南部地区内における点字ブロックの敷設状況について
は、限られたエリアのコース（ルート）にのみ存在することがわかった。つまり、南部地区の
調査コースにおいては点字ブロックの敷設があまり行われていないといえる。視覚障がい者
にとっても住みやすい街づくりを念頭に置くと、点字ブロックの敷設箇所を増やしていくこ
とを検討していく必要があるだろう。点字ブロックの敷設されているコース（ルート）のう
ち、B－ 1コースのルート 1とルート 2は九里学園高等学校が面している直線道路の道沿い
に設置されている（図 25）。この直線道路については、調査者より「歩道が広い」との報告が
ある（図 26）。また、エリアDのD－ 3コース・ルート 1にも南北にわたる直線道路に点字
ブロックが敷設されている（図 59）。この直線道路についても調査者より「歩道が広く、歩き
やすい」との報告がある（図 60）。これらのことを踏まえても、B－ 1コースの九里学園高等
学校が面している道路とD－3コースの南北にわたる直線道路は視覚障がい者が点字ブロッ
クに沿って歩行する際には比較的歩きやすい道路となっていることが明らかである。
道幅については調査した 9コース 14ルートの中で道幅が広いと確認された箇所が 32箇
所確認できた。また、道幅が狭い箇所は全コース・ルートで 42箇所確認できた。今回の結果
においては道幅の狭い箇所が道幅の広い箇所より多く存在することとなった（図 64）。道幅
の狭い箇所については、「道幅が狭く、車との距離が近い」箇所や「歩道がなく、狭い」箇所も
あった。このことから、今回の調査コースの一部のルートでは安全な歩行空間が確保されて
いる状態とは言い難いことが示唆されている。
また、本研究では「危険ゾーン」として、歩行者の安全性が損なわれる可能性があると調査
者が判断した地点の情報も収集している。調査した 9コース 14ルートすべてにおいて危険
ゾーンと判断された地点が確認されており、その合計は 48箇所となった。今回の調査コー
スでは歩行者が安心して歩行できるコースは存在しなかったといえる（図 65）。特に、エリア
AのA－ 2コースは危険ゾーンの個数の割合が 2つのルートを合計すると 25.0%となる。
このA－2コースは米沢市の中心部に近く、人通りも車の通行量も多いところである。また、
危険ゾーンの内容についても、図 19より「カーブミラーが四つ角にたてられている」箇所が
あり、車の往来に十分気を付ける必要のある地点であることが報告されている。また、「高い
段差がある」地点や「道路がガタガタしている」ことも報告していることから道路整備状況が
思わしくない点が指摘できる。そのほかにも、エリア Cの C－ 1コースでは「５本の道路の
合流地点であり、見通しが悪い」ケースも指摘している（図 37）。そのため、調査コースにお
いて高齢者や障がい者や子ども、そして健常者にとっても安心安全な歩行空間の確保するた
めに必要な対策を検討していく必要がある。
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５ 終わりに
本研究では、山形県米沢市にある南部地区を対象として、高齢者や障がい者や子どもの視点
に立った安心安全な歩行空間の確保を行うための基盤となる情報を収集するため、生活に関連
する道路に存在する地物や道幅、歩行時の安全性が損なわれる可能性がある地点など道路の
現況を調査し、その状況把握を試みた。そして、地理情報システムを利用して基盤情報の一元
管理が行えるようにした。調査エリアにおける各調査コースでは調査対象とした地物が多く確
認された。また、道幅の狭い箇所や道幅の広い箇所も各調査コースで確認された。同様に調査
コースにおける危険ゾーンの存在も数多く確認された。
今後も、米沢市における調査エリアを他の地区に設定し、安心安全な歩行空間の確保を行う
ための基盤情報の調査に取り組む予定である。さらに、私たちの住む街米沢が誰でも安心安全
でそして住みやすい街として発展していけるよう、様々な視点で調査研究を続けていく予定で
ある。
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